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令和５年３月１６日  

令和４年度 武蔵野市立第二小学校 学校評価報告書 
【評価 Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：達成がやや不十分である Ｄ：達成が不十分である】                 校長名 松原 修 

項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見 

確
か
な
学
力 

 

指導計画に則った意図的、

計画的な授業 

【成果】 

❶保）お子さんは授業を楽しく

受けている。 

（肯定的評価 94.7→90.4％） 

②保）お子さんは学年に必要な

学力が身に付いている。 

（同 89.6→83.4％） 

❸保）学習指導を工夫して、学

習効果が上がるようにして

いる。 

（同 85.5→87.1％） 

【課題】 

❸児）授業のなかで、友達に自

分の考えを伝えたり、発表し

たりしていますか。 

（同 74.5→74.0％） 

Ａ 

 

・児童は、授業を楽しくうけてい

る（89.3％）、授業の内容はよく

分かる（93.3％）と回答してい

る。同様に、保護者も比較的  

肯定的評価が多い。その回答に

見合う学力を、身に付けさせて

いく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

・校内研で算数を取り上げ、多様

な考えが出る問題の開発、価値

のある協働的な学びができる場

面設定等に取り組んでいる。授

業のなかで自分の考えを伝えた

り発表したりしながら、学びを

深めていけるようにしていく。 

 

・授業が楽しく思う児童、内容がよく分かる児童

が、いずれも９割程度であることは、二小の先

生方の丁寧なご指導の成果であると、高く評価

できると思います。今後は、残る１割の児童が

学校を楽しい居場所として認識し、授業内容も

ある程度分かるようになるために、個別的な支

援をさらに丁寧に行っていくことが重要と考

えます（すでに工夫しておられるとは思います

が）。そのために、地域の人々の協力が必要で

あれば、ぜひ呼びかけてくだされば幸甚です。 

・授業を見せていただいたところ、子ども自身に

考えさせる授業をしていたので、とてもいいな

と思いました。子どもたちも自分の頭で考えて

いる様子が見られました。 

・（１月の研究授業では）授業者の先生だけでな

く多くの先生方が校内研究に携わっている様

子でとてもポジティブに受け止めています。 

 

ICT機器の有効活用 

 

 

家庭学習 

【成果】 

④保）学習者用コンピュータを活

用し、児童の学習意欲を高めて

いる。（同 84.7→82.9％） 

❺保）学習習慣の確立のために家

庭学習など継続した指導を行っ

ている。（同 84.6→89.5％） 

Ｂ 

 

・学習者用コンピュータが導入さ

れた当初の混乱やブームは過ぎ

た。学年や学級ごとの使用頻度

に差が出ないよう、校内の研修

を充実させていく。また、家庭

学習にも活用していく。 

 

・個人差もあると思いますが、タブレットを使い

こなしているのをイベントを通じて感じまし

た。 

・私が関わっているいくつかの学校の中で、最も

先進的な利用状況だと感じられます。引き続

き、Google のプラットフォームを活用した実

践に期待しています。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

教員も子どもたちも、学習者用コンピュータの扱いに慣れてきた。より個の学びを大切にしていく意味でも、ICT機器の活用は最重要課題である。

学習者用コンピュータを活用し、他者と協働して自己の考えを発信したり、深めたりする学習活動を充実させることで、学ぶ楽しさを味わわせ、学び

方を習得させていく。 
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項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見 

豊
か
な
心 

 

挨拶、二小のきまり・やく

そく 

 

 

正しい生活習慣 

【成果】 

⑥保）児童に挨拶やきまりを守

ることについて自覚を促し

ている。 

（同 93.6→92.5％） 

⑫保）児童が自らの健康に気を

付け、正しい生活習慣を身に

つけるよう指導している。 

（同 90.4→90.9％） 

Ｂ 

 

・保護者アンケートによる評価は

高い。しかし、児童の個人差は

大きく、指導を継続していく 

必要がある。 

 

・学校保健委員会のもち方等、保

護者との連携を工夫していく。 

 

・学校に来ると、先生方やご家庭のご努力だと思

いますが、元気に挨拶してくれる子どもたちが

多いように感じます。 

・学校を訪れた時に、すれ違う際は「こんにちは」

と挨拶してくれています。日々、指導していた

だいている成果かと思います。 

 

・ほとんどの項目で９割が肯定的な回答を寄せ

ているのは、二小における生活指導の成果だと、

高く評価できると思います。気になるのは、「い

じめ防止や早期発見など的確な対応」に肯定的

でない回答が３割存在することです。もっとも、

無回答が多いので、本当に否定的な回答をした

方は１割に満たないので、それほど問題視をす

る必要はないかもしれません。価値観が多様化

し、社会全体のモラルが低下している中で学校

だけが「問題なし」を維持するのは並大抵のこ

とではないと思います。「豊かな心」こそ、地域

住民が協力して支えていくことが必要な領域だ

と考えますので、今後の開かれた学校づくり協

議会で情報交換を継続していくことが重要では

ないかと感じています。 

 

・学校内のことは情報も少なく、先生方にお願い

するばかりです。公園や行き帰りの際、児童を

見ておりますが、いじめ等の状況を見たことは

ありません。 

・アンケートは直接話しにくい場合も答えやす

いのでいいと思ました。時には、ポジティブな

アンケートがあってもいいのかなと思います。 

 

友達のよさを認め、互いに

思いやりのある言葉をか

け合えるような指導 

【成果】 

❼保）人のよさを認め互いに思

いやりのある行動をとれる

よう指導している。 

（同 89.6→88.9％） 

Ｂ 

 

・児童も、友達のよいところを認

めたり、思いやりをもった行動

をとったりすることができてい

る（90.3％）と回答している。 

異年齢集団活動等で振り返りの

場面を設定し、継続して指導し

ていく。 

 

 

 

 

 

 

 

いじめの未然防止、早期発

見・対応・解決 

【成果】 

⑧児）安心して学校生活を過ご

すことができていますか。 

（同 86.9→88.9％） 

【課題】 

⑧保）学校はアンケート等を活

用し、いじめの未然防止や早

期発見及び的確な対応をし

ている。 

（同 65.4→71.1％） 

Ｃ 

 

・児童は、９割弱が安心して学校

生活を送っていると回答してい

る。保護者アンケートでも、肯

定的評価が増え、「わからない」

という回答が減った（26.2→

21.1％）。引き続き、学校の取組

を積極的に周知していく。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

学校としてやれること、やるべきことをしっかりと取り組むとともに、家庭との連携をより密にしていく必要がある。改めて、学校の取組を発信し

ながら、学校と家庭が同じ考え方で対応できるようにしていく。また、来年度は、「子どもにとって大切な子どもの権利」等について学習する機会を

設定するとともに、自尊感情測定尺度（東京都版）を活用し、一人一人の自己肯定感や自尊感情を把握し、指導に生かしていく。 
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項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見 

健
や
か
な
体 

 

運動に親しむ態度・体力の

向上 

【成果】 

⑩保）体育の授業、休み時間の

外遊びを通して、運動に親し

む態度を養い、体力の向上に

取り組んでいる。 

（同 90.2→90.7％） 
Ａ 

 

・体力テストで保護者にもお手伝

いいただき、体力向上について

関心を高めることができた。 

・来年度は、二小オリンピックを

学期に１回ずつ取り組んでい

く。 

 

・お手伝いさせていただきましたが、とても楽し

かったです。手伝いたい保護者も多いと思うの

で、取りまとめるのは大変かと思いますが、機

会があればそういう参加をしたいです。 

・授業の場合と同様、９割が肯定的な回答なの

で、素晴らしいことだと考えるとともに、やは

り運動が苦手な児童もある程度楽しく体を動

かせる工夫を続けていただければと思います。 

 

安全指導や避難訓練、各学

年の防災訓練 

【成果】 

❾保）登下校時の交通安全、日

常の生活安全及び災害に対

する安全指導、避難訓練等の

指導を徹底し、児童の安全と

命を守っている。 

（同 93.6→91.0％） 

Ａ 

 

・保護者アンケートでは高い評価

をいただいているが、気を緩め

ることなく引き続き指導を徹底

していく。 

 

・２年生対象ですが、弊社のキッズセーフティー

パーク（交通安全教室）で、できる限り心に残

るような内容にできるよう努めていきます。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

 「二小オリンピック」の視点として、競うだけではなく、体を動かすことを楽しむ視点を大切にしていく必要がある。安全指導については、引き

続き保護者、地域と連携して取り組んでいく。 

保
護
者
・
地
域
と
の
連
携 

 

各種たよりやホームペー

ジ等を活用した情報発信 

【成果】 

⓭保）各種便りやホームページ

等を活用して定期的に情報

を発信し、学校の様子を知ら

せようとしている。 

（同 97.4→95.4％） 

Ａ 

 

・昨年度に引き続き、高い評価を

いただいている。保護者のニー

ズをとらえた情報を発信できる

ように、これからも工夫して 

いく。 

 

・情報発信、コロナ対策とも９５％超の肯定的回

答であり、二小が地域との連携やコロナ禍等の

社会状況に的確に対応しいることの証だと思

います。「地域との連携」については、武蔵野

の森を育てる会としても、今後さらに授業等へ

の協力に尽力したいと考えております。 

 

新型コロナウイルス感染

症対策 

【成果】 

⑭保）コロナ禍でも児童が健康

で安全な学校生活を送るこ

とができるように配慮して

いる。 

（同 97.4→94.6％） 

Ａ 

 

・その時々の状況を踏まえた感染

症対策を実施することができ

た。来年度はコロナ前の状況に

戻っていくため、児童や保護者

が戸惑うことのないように情報

を確実に発信していく。 

 

・青少協では、５地区の班がありましたが、これ

からこの地区班はどうなるのでしょうか？ 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

アフターコロナの教育活動について、しっかりと検討しながら進めていく。単純にコロナ前に戻すのではなく、教育活動としての有効性と効率性

を考慮する。地域との連携についても、保護者、地域の負担が過度にならないよう、必要な見直しを協議していく。 
 


